
平成２９年度 第１回恵庭市社会福祉審議会

高齢者福祉・介護保険専門部会 会議録

１．開催日時 平成２９年６月７日（水） 午後３時００分～４時００分

２．開催場所 恵庭市役所 ３階 ３０１・３０２会議室

３．出 席 者

【出席委員】西根委員、島田委員、中村委員、高畠委員、海老委員、米地委員、

村松委員、原田委員、関田委員・・・・（計９名）

【欠席委員】伊藤委員

【傍 聴 者】０名

【報道関係】千歳民報社

【事 務 局】保健福祉部長、保健福祉部次長、保健センター長、介護福祉課長、

介護福祉課主幹、保健課長、

介護福祉課：指導担当主査、高齢者相談担当主査、生きがい対策担当主査、

介護認定担当主査、介護保険担当主査、

保 健 課：高齢者保健担当主査

（計１２名）

４．内 容

 （１）開会

（２）挨拶

（３）正・副会長の選任

  委員の互選により、部会長に西根委員、副会長に島田委員が選任された。

（４）報告事項

１．平成２８年度介護保険事業の実施状況について

２．平成２９年度介護保険事業の見込みについて

３．第７期恵庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定について

４．その他



（５）議事内容

１．平成２８年度介護保険事業の実施状況について

２．平成２９年度介護保険事業の見込みについて

３．第７期恵庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定について

以上の３件について事務局より一括報告。 

１．平成２８年度介護保険事業の実施状況として、各日常生活圏域の状況（昨年か

ら圏域を４つに分けたことなど）、第６期保険給付費の状況、第６期サービス

利用者の状況、保険給付費や地域支援事業費の平成２７年度と平成２８年度

の実績の比較や状況について報告を行った。

２．平成２９年度介護保険特別会計保険給付費等予算、地域支援事業費予算につい

て報告を行った。

３．平成２９年度をもって第６期恵庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画が

終了することに伴い、新たに平成３０年度から平成３２年度までの３年間を

計画期間とする第７期計画の策定年度であることを報告した。

また、第７期計画策定に向けて実施している２つのアンケート調査（「在宅介

護実態調査」と「介護保険・日常生活圏域ニーズ調査」）や計画策定スケジュ

ールについて報告を行った。

【質問・意見】

   （委 員）予算について。

平成２７年度及び平成２８年度の実績値と計画値で、実績値が全体的に

下がっているのは見えてとれるが、平成２９年度予算について、下がって

いるのはなぜか。特に「通所介護」の値が下がっているように思える。予

算の考え方を教示願う。

   （事務局）資料Ｐ９と当日配布資料のＰ３をご参照いただきたい。

        下がってみえるのは、「訪問介護」や「通所介護」などを支出する予算元

が変わったからである。

平成２８年度までは、介護保険給付費から支出していた「介護予防訪問介

護」や「介護予防通所介護」「介護予防支援」などを、今年度より「地域

支援事業」に移行したことにより、予算額が減少しているように見えるが、

昨年度の実績より平成２９年度予算額を計画している。



（委 員）第７期計画策定に向けて実施している２つのアンケート調査について。

     ２つのアンケート調査の質問項目から、調査結果が出た後、どのような事

業や施策・サービスの作成に結び付けるのは難しいように感じる。事務局

の考えを教示願う。

（事務局）「在宅介護実態調査」は、「要介護者の在宅生活の継続」や「介護者の就労

継続」に有効なサービスのあり方を検討することを目的に実施しており、

その結果から機械的に「量の見込み」を算出するものではなく、分析結果

をもとに、「本人の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」

の両立を支えるために、どのようなサービスが必要であるかを検討して

いく。

     「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」は、全国一律に行われているもの

で、第５期及び第６期計画においては、計画策定の際の実態把握のために

用いられていたが、調査項目が多く、調査結果から日常生活圏域ごとや自

治体間の比較ができない状態であった。今回は、これら背景を踏まえ、平

成２９年度から始まった「新しい介護予防・日常生活支援総合事業」の評

価を通じて、地域課題を把握し、地域包括ケアシステムを構築していく上

で有効な支援ツールとしている。

また、集計データを地域包括ケア「見える化」システムへ登録することで、

他自治体の調査結果との比較が可能になることに加え、今回のアンケー

トでは、他自治体との比較のための質問項目のほかに、恵庭市独自の質問

項目も設けている。

上記２つの調査のほか、地域ケア会議等を通じて得られた恵庭市の特性

や課題、ニーズを吸い上げて、それらを解決していく施策や事業を検討し

次期計画を策定していく。

４．その他について報告。

指定介護予防支援の一部委託を資料に基づき報告した。

【質疑応答】なし。

（６）閉会

（会 長）他に意見等がないため、これにて閉会とする。

以上  


